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研究成果の概要（和文）：ウマトリパノソーマ症は二種類の異なるウマトリパノソーマ原虫の感染により引き起
こされる致死的な原虫病である。申請者は、これらウマトリパノソーマ症の鑑別診断法を開発するために、申請
者が独自に株化した媾疫トリパノソーマに加え、ベルギー熱帯医学研究所から各種動物トリパノソーマを用いた
比較ゲノム解析を実施した。またパラグアイ、スーダン、フィリピンなどウマトリパノソーマ症に加えそのほか
の家畜にも動物トリパノソーマ症が蔓延している開発途上国における感染状況の疫学調査と感染リスク因子の探
索を実施した。今後これらの研究成果をもとに動物トリパノソーマ症の清浄化が進むことが期待される。

研究成果の概要（英文）：Equine trypanosomosis caused by Trypanosoma equiperdum and T. evansi is a 
fatal protozoan diseases. To establish differential diagnosis methods for equine trypanosomosis, I 
have performed comparative genomic analysis of T. equiperdum IVM-t1 strain (isolated in Mongolia) 
and other animal trypanosomes (provided from Institute of Tropical Medicine, Belgium). In addition, 
epidemiological analysis and risk factor analysis of equine and animal trypanosomosis in developing 
countries, such as Paraguay, Sudan, and the Philippines, were performed. These results will 
contribute to establish of effective control strategies against animal trypanosomosis. 

研究分野：獣医学

キーワード： トリパノソーマ　馬　家畜動物
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、経済的価値が高く疾病対応が急務であるが有効な鑑別診断法のないウマトリパノソーマ
症に対する鑑別診断法の開発を行い、また実際の検体を用いて開発した鑑別診断法の実効性を検討した点であ
る。
また社会的意義として、動物トリパノソーマ症汚染国である熱帯・亜熱帯地域の発展途上国を対象として、多く
の経済被害が出ているウマトリパノソーマ症を含む動物トリパノソーマ症に対する疫学調査を実施し、トリパノ
ソーマ感染リスク因子候補を見出した。それらのデータをもとに科学的知見に基づくトリパノソーマ症対策の実
行が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
ウマトリパノソーマ症は二種類の異なるウマトリパノソーマ原虫（媾疫（こうえき）トリパノソ
ーマおよびエバンストリパノソーマ）の感染により引き起こされる致死的な原虫病である。前者
は感染ウマの交尾によって、生殖器粘膜に感染し患畜は生殖器周囲の腫脹を呈す。その後生殖器
粘膜で増殖した媾疫トリパノソーマは、組織に侵入し患畜は貧血・発熱・削痩などの消耗性疾患
を呈す。最終的に中枢神経系に寄生し麻痺などの中枢神経症状を呈し、患畜は斃死する。一方エ
バンストリパノソーマは、アブなどの吸血昆虫の吸血に伴い機械的に伝播される。患畜の血液中
に寄生・増殖し消耗性疾患を呈し、その後中枢神経系に移行し中枢神経症状を呈し、最終的に斃
死する。ウマトリパノソーマ症対策のポイントは 2 種類の病原原虫種の鑑別と、病原原虫に合
わせた清浄化プログラムの実施であるが臨床症状はほぼ同一であり臨床的に鑑別が困難である。
さらに種特異性の低い共通抗原を用いているため、現在の診断法では鑑別診断が不可能である。
そのため不適切な清浄化プログラムの実施により感染が拡大している。また流行地の多くは開
発途上国の農村地帯であることから、そのような現場でも実施可能な簡便な鑑別診断法の開発
および対策立案・実施のために流行状況の把握と感染リスク因子候補の同定が求められている。 
 
２．研究の目的 
本研究では（１）複数のウマトリパノソーマ株の遺伝情報を比較解析した結果を元に、臨床現場
で使用可能な簡便な鑑別診断法（遺伝子診断法もしくはイムノクロマトグラフィー法）を開発す
ること、（２）流行国の実態の把握と科学的知見に基づく清浄化プログラム実施のために疫学調
査に基づく感染リスク因子の同定、を目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）新規鑑別診断法開発のため、各種トリパノソーマゲノム・発現遺伝子を比較解析すること
で、２種類のウマトリパノソーマそれぞれに特異的な鑑別診断候補遺伝子配列・抗原の同定を試
みた。（北海道大学、モンゴル獣医学研究所との共同研究） 
 
（２）ウマトリパノソーマ症を含む家畜トリパノソーマ流行国であるパラグアイ、スーダン、お
よびフィリピンから家畜血液・生殖器粘膜検体を収集した。それらの検体と個々の家畜情報をも
とに、家畜トリパノソーマ症に対する疫学調査と感染リスク因子候補の探索を実施した。さらに
血液・生殖器検体両者を収集したウマ個体に対しては、２種類のウマトリパノソーマ症の鑑別診
断を実施した。（帯広畜産大学フィールド科学センター、スーダン科学技術大学、フィリピンセ
ブ科学技術大学などとの共同研究） 
 
４．研究成果 
（１）鑑別診断候補の探索 
媾疫トリパノソーマ感染ウマから培養馴化・株化に成功した媾疫トリパノソーマモンゴル株の
ゲノム解析およびトランスクリプトーム解析を実施した。すでにゲノム情報が公開されている
各種トリパノソーマの情報と比較することで、媾疫トリパノソーマに特異的な鑑別診断候補遺
伝子配列・抗原の同定を試みた。さらに同種トリパノソーマの複数株での比較を行うことで、よ
り精度の高い鑑別診断を行うために、ベルギー熱帯医学研究所より複数株の動物トリパノソー
マの分与を受けた。分与されたトリパノソーマリファレンス株のマウスでの増殖・in vitro 培
養への馴化を試み、いくつかの株ではマウスへの増殖と in vitro 培養に成功し、そこからゲノ
ム解析に供するための DNA を精製した。 
 
（２）疫学調査と感染リスク因子の探索 
南米諸国はウマトリパノソーマ症をはじめとする家畜トリパノソーマ症が蔓延している。しか
しパラグアイにおける家畜トリパノソーマ症の報告はなく、現在の流行状況は不明である。そこ
でパラグアイで飼養されているウマを対象にウマトリパノソーマ症の疫学調査と感染リスク因
子の探索を行った。パラグアイ 17 県中 16 県で飼養されているウマから採集した血液検体を用
いて分子生物学的検査を実施した結果、約 26%のウマ検体で陽性であった。媾疫トリパノソーマ
の検出が困難な血液検体を用いての検査で陽性であったこと、および一部の検体ではエバンス
トリパノソーマ特異遺伝子が検出されたことから、パラグアイで流行しているウマトリパノソ
ーマの多くはエバンストリパノソーマであることが示唆された。一方で生殖器粘膜検体を検査
していないため、今後媾疫トリパノソーマの感染を考慮したサンプリングと検査が望まれる。 
さらに感染状況と個体情報を用いた多重ロジスティック回帰分析によるウマトリパノソーマ感
染リスク因子を探索した結果、吸血昆虫の発生と感染リスクの増加が関連していることが示唆
された。そのため、パラグアイにおけるウマトリパノソーマ症対策のためにベクターの同定とそ
の対策に重点を置く必要が示唆された。(Suganuma et al., Veterinary Parasitology: Regional 
Studies and Reports; Yamazaki et al., Acta Tropica) 



 
動物トリパノソーマ症はフィリピン国において肝蛭症に続いて二番目に被害の大きな家畜疾病
であると考えられている。フリピン中部ビサヤ諸島地域で飼養されているウマなどの家畜を対
象とした疫学調査を実施した結果、ヤギでのエバンストリパノソーマ感染が示唆された。また吸
血昆虫が増加する雨季に感染リスクが高まることが示唆された。一般にヤギなどの中型・小型家
畜は明確な臨床症状を呈さないため家畜トリパノソーマ症対策の盲点となっているが、これら
の家畜がリザーバーとなりウマなどにトリパノソーマ感染を引き起こすことから、汚染地域の
家畜全体に対する対策の実施が重要であることが示唆された。(Afraa et al., Veterinary 
Parasitology: Regional Studies and Reports; Afraa et al., 論文投稿中） 
 
スーダンで飼養されている競走馬 50 頭を対象に血液検体・生殖器検体を収集した。これらの検
体に対し分子生物学的検査を実施した結果、複数の生殖器検体にトリパノソーマ感染が確認さ
れた。検査で陽性ウマの中には生殖器周囲の腫脹や皮膚の丘疹などの臨床症状を呈する個体が
含まれていたことから、検査結果に加え臨床症状を考慮することで媾疫トリパノソーマ感染と
診断した。(Ehab et al., 論文準備中) 
 
一連の研究から、調査対象国における動物トリパノソーマ症感染状況の一端と、感染リスク因子
候補が明らかとなった。これらの情報をもとに科学的知見に基づく動物トリパノソーマ症対策
の立案と実施が期待される。一方で新型コロナウイルス感染症の影響でゲノム解析に供するト
リパノソーマの感染・培養馴化実験が制限され、十分な比較ゲノム解析が行えなかった。今後比
較ゲノム解析を進め、鑑別診断候補の特定とそれらを用いた鑑別診断法の開発と野外検体での
実証を実施し、ウマトリパノソーマ症汚染国における疾病制御に貢献したい。 
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